
                            

                             

                            

                             

Ｍ－ＮＥＷＳ（１） 

事 務 局  馬江 治喜 
〒234-0056 

横浜市港南区野庭町696-6 

TEL045-841-8885 

E-mail har1942umae@iris.ocn.ne.jp 

◆Ｍ・機械 70 名、ＭＥ・機械電気 22 名◆Ａ・建築 68 名◆Ｅ・電気・電子工学 125 名◆Ｃ・土木・都市工学 28 名◆ＣＩ・工業化学・理数41 名◆Ｌ・普通 10 名◆工専 7 名 

一般社団法人浪速工業会・都島クラブ・現在会員数 ◆ 合計 371 名 

都島クラブ代表（M42） 

前田 範行 
66 

2024 年（令和6 年）2 月 第66 号 

令和 5 年度 

総会のご案内 

一
般
社
団
法
人
浪
速
工
業
会
・都
島
ク
ラ
ブ
の
会

員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
総
会
、
懇
親
会
を
日
比

谷
駅
・有
楽
町
駅
近
く
の
帝
劇
ビ
ル
地
下
２
階
に
あ

る『
神
戸
大
学
東
京
六
甲
ク
ラ
ブ
』を
お
借
り
し
て
開

催
い
た
し
ま
す
。
懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
軽
減
を

考
慮
し
て
立
食
形
式
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、
総
会
開
催
後
、
懇
親
会
ま
で
の
間
に
工
業
化
学

科
・昭
和
３
２
年
卒
の
松
井
駒
治
氏
に
よ
る
講
演
会

を
開
催
予
定
で
す
。
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

お
申
し
込
み
・問
合
せ 

事
務
局
・馬
江
ま
で 

Ｅ
メ
ー
ル 

： har1942um
ae@

iris.ocn.ne.jp 

  
 
 
 
 
 
 

 

都
島
ク
ラ
ブ
事
務
局
よ
り 

神戸大学東京六甲クラブ案内図 
（図は神戸大学六甲クラブホームページより引用） 

・帝劇（帝国劇場）ビル地下2 階 

・地下鉄（東京メトロ日比谷線・都営三田線）日比谷駅・

（東京メトロ有楽町線）有楽町駅改札口すぐ 

・JR 有楽町駅 国際フォーラム口より徒歩5 分 

帝劇ビル外観 

東京六甲クラブ入口 

 

5 月１８日（土） 
13 時スタート 

お
江
戸
日
本
橋
亭
の
ビ
ル
が
建
て
変
わ
る
と

言
う
こ
と
で
東
京
で
の
ラ
ス
ト
ラ
イ
ブ
に
な
る
桂

米
左
独
演
会
を
同
級
生
三
人
と
九
十
五
歳
の
我

ら
の
大
先
輩
と
四
人
で
観
賞
し
ま
し
た
。
前
座

は
東
京
の
若
手「
柳
亭
市
遼
」の
、
こ
ま
っ
し
ゃ
く

れ
た
息
子
が
親
父
を
騙
し
て
、
小
遣
い
を
せ
し

め
る
と
い
う
話
。 

桂 

米
左
氏 

独
演
会 

報
告 

Ｅ
３
６ 

赤
尾 

仁
史 

●日時 2024 年 5 月１８日（土） 13 時から 16 時 

●場所 神戸大学東京六甲クラブ 

東京都千代田区丸の内 3-1-1 

帝劇ビル地下 2 階 

TEL 03-3211-2916 

●親睦会会費 6,000 円（女性会員は 3,000 円） 

新規卒業の会員は無料！ 

●申込 同封の返信ハガキ又は E メールにて 

4 月 10 日までに事務局までお申込み下さい。 
 

松井駒治氏の略歴 
昭和32年 大阪市立都島工業高等学校 工業化学科卒業 

（元）関西ペイント㈱顧問 
トヨタ自動車北海道㈱技術顧問 

総会後・講演会のお知らせ 

 

 

同窓会史スライドショウの編纂 

「関東浪速工業会⇒都島クラブ」

「都工化学科:S32」を事例に 

 



                            

                            

                            

                           

Ｍ－ＮＥＷＳ（２） 2024 年（令和６年）2 月 第66 号 

広報担当より：寄稿していただいた原稿を部分的に、意図する内容が変化しない範囲で変更させていただくことがあります。何分ご了承ください。 

訃報 

A27 佐藤 勝美氏  2023年3月21日 

A44 森本  良平氏  2023年4月30日 

E48 原田  武氏   2023年7月 6日 

E36 上田  俊司氏    2023年9月 5日 

M39 伍賀  安三氏    2023年9月21日 

C31 中川  毅 氏     不明 

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

皆様からの原稿をお待ちしています。 

事務局までお送りください。 

次号の M ニュースは 

令和6 年8 月の発行予定です 

麗
し
の
島
・台
湾 

第
６
回 

Ａ
２
７ 

田
中 

瑛
也 

太
魯
閣 

 

先
住
民
タ
ロ
コ
族
が
、
居
住
す
る
地
域

が
土
地
の
名
と
な
り
観
光
資
源
と
し
て
、
大
理
石

在
の
産
出
す
る
地
と
し
て
、
世
に
知
れ
渡
る
。
台

湾
政
府
は
、
近
年
当
地
の
開
発
に
熱
意
を
注
ぎ
、

太
魯
閣【
写
真
１
】を
起
点
と
し
て
西
部
台
中
市
間

１
５
９
㎞
、
険
し
い
山
間
を
切
り
開
き
東
西
横
貫

道
路
を
築
い
た
。
観
光
と
し
て
観
光
客
は
東
西
横

貫
道
路
の
入
り
口
か
ら
約
２
０
㎞
に
わ
た
る
大
自

然
、
そ
の
自
然
が
我
々
に
か
け
る
迫
力
の
凄
さ
に

驚
歎
の
眼
で
眺
め
つ
つ
散
策
す
る
。
長
春
祠
、
燕
子

口
、
首
長
岩
、
と
歩
き
つ
つ
銀
麗
大
断
崖
の
そ
り

た
つ
絶
壁
、
銀
帯
湿
布
の
糸
筋
の
よ
う
な
滝
、
曲

が
り
く
ね
っ
た
ル
ー
ト
、
来
た
道
を
戻
る
途
中
九

曲
洞
、
こ
こ
の
壁
面
に「
如
腸
之
廻
、
如
河
之
曲
、

人
定
勝
天
、
開
比
奇
局
」腸
の
よ
う
に
曲
が
り
、
河

の
よ
う
に
曲
が
り
、
人
は
必
ず
天
に
勝
つ
、
こ
の
奇

局
を
開
く
。
精
神
至
上
主
義
と
で
も
い
う
べ
き

か
。「
天
に
代
わ
り
て
不
義
を
撃
つ
」懐
か
し
き
愛

国
行
進
曲
の
一
節
を
思
い
出
し
、
複
雑
な
気
分
に

な
る
。
努
力
す
れ
ば
、
報
わ
れ
る
。
と
好
意
的
に

と
る
べ
き
か
。
こ
の
産
地
で
採
掘
さ
れ
た
代
理
石

工
場
を
見
学
、
そ
の
石
材
を
加
工
す
る
工
程
の
場

よ
り
も
、
加
工
場
に
隣
接
し
た
陳
列
室
に
飾
ら
れ

た
太
鼓
腹
の
布
袋
様
、
室
内
の
中
央
に
陣
取
っ
て

睨
み
を
効
か
す
。 

こ
の
工
場
よ
り
花 

蓮
駅
ま
で
車
で
数 

分
の
至
近
距
離
に 

あ
る
。
特
急
自
強 

号
一
〇
三
一
便
で 

首
都
台
北
へ。
特 

急
と
は
名
ば
か
り 

停
車
駅
が
多
く
、 

速
度
も
遅
い
。
窓 

外
の
風
景
は
日
本
の
地
方
の
風
景
と
変
わ
ら

な
い
。
途
切
れ
て
見
え
る
大
海
の
光
景
に
心
癒

し
て
時
を
過
ご
す
。
列
車
は
北
上
し
台
北
県

に
入
る
。
か
つ
て
は
ス
ペ
イ
ン
が
占
拠
し
た
都

市
、
金
鉱
の
町
、
九
扮
、
映
画「
悲
情
都
市
」の

舞
台
、
基
隆
、
今
も
尚
日
本
と
の
定
期
航
路
の

船
行
き
交
う
。
台
湾
の
歴
史
が
南
部
か
ら
北

部
に
移
っ
た
推
移
を
、
回
想
し
つ
つ
目
を
車
窓

に
移
す
と
５
０
８
ｍ
の
台
北
１
０
１
、
ペ
ン
シ
ル
タ

ワ
ー
を
捉
え
た
。  

 

※
次
号
へ続
く 

 

二
話
目
か
ら
四
話
は「
米
左
」の
独
演
会
。
先

ず
は「
二
階
借
り
」一
階
で
お
茶
漬
け
を
食
う
亭

主
を
尻
目
に
二
階
で
女
房
が
知
り
合
い
の
男
と

浮
気
を
す
る
と
い
う
話
。
次
は「
持
参
金
」で
、
店

の
番
頭
が
女
中
に
手
を
つ
け
妊
ま
せ
て
し
ま
い
、

店
に
ば
れ
る
の
を
恐
れ
、
持
参
金
を
つ
け
て
嫁
に

出
そ
う
と
し
、
方
や
借
金
で
首
の
回
ら
な
い
男

が
そ
の
話
を
聞
い
て
嫁
に
貰
う
こ
と
と
し
た
が
、

こ
の
男
が
借
金
し
て
い
る
相
手
が
番
頭
だ
っ
た
こ

と
か
ら
話
が
こ
ん
が
ら
が
る
。  

最
後
は「
立
ち
切
れ
線
香
」。
大
店
の
若
旦
那

が
廓
通
い
で
茶
屋
の
娘
の
芸
妓
に
惚
れ
て
通
い
詰

め
つ
い
に
店
の
蔵
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
。
芸
妓
の

方
も
心
底
若
旦
那
に
惚
れ
て
お
り
、
若
旦
那
に

手
紙
を
毎
日
出
す
が
、
番
頭
が
そ
れ
を
手
元
に

止
め
て
し
ま
う
。
芸
妓
は
つ
い
に
煩
っ
て
死
ん
で

し
ま
う
。
若
旦
那
が
蔵
か
ら
出
さ
れ
駆
け
つ
け

た
と
き
に
は
後
の
祭
り
。
と
言
う
悲
恋
話
。 

三
話
と
も
テ
レ
ビ
で
は
コ
ン
プ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

上
問
題
で
、
今
で
は
寄
席
で
し
か
聞
け
な
い
落
語

で
あ
っ
た
。
皆
大
満
足
で
帰
路
に
つ
い
た
。 

令
和
五
年
一
一
月
二
六
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
江
戸
日
本
橋
亭
に
て 

桂 米左氏 

（A59 卒） 

昨
年
十
二
月
五
日
六
甲
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た

第
八
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
を
受
講
し
ま
し
た
。
Ｅ
３
６
卒
の
同
級

生 

の
馬
江 

治
喜
さ
ん
が「
水
泳
と
私 

世
界
記
録
へ

の
道
」と
題
し
て
プ
レ
ゼ
ン 

さ
れ
ま
し
た
。
後
期
高
齢

者
と
な
っ
て
も
水
泳
を
続
け
て
四
十
年
、
二
〇
一
一

年
に
は
仲
間
四
人
の
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー (

三

百
二
十
歳
区
分
）で
マ
ス
タ
ー
ズ
世
界
新
記
録
を
達
成

し
、FIN

A
(

国
際
水
泳
連
盟)

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
二
〇
一
三
年
に
は
横
浜
市 

ス
ポ
ー
ツ
奨
励

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

八
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
な
お
仲
間
と
共
に
水
泳
を

つ
づ
け
て
、
人
生
を
明
る
く
楽
し
く
前
向
き
に
過
ご

さ
れ
て
い
る
話
に
感
動
し
ま
し
た
。
馬
江
さ
ん
か
ら
、

皆
様 

へ励
ま
し
の
ひ
と
こ
と 

『
水
泳
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
全
身
運
動
で
す
。
年

齢
や
体
力
に
応
じ
て
楽
し
め
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
始
め
ま
せ
ん
か
？ 

健
康
で
、
楽
し
く

人
生
を
過
ご
し
ま
し
よ
う
。
』 

第
８
回 

Ｍ
Ｍ
Ｓ 

 

「水
泳
と
私 

世
界
記
録
へ
の
道 

」  

受
講
感
想 

 

Ｅ
３
６ 

石
垣 

英
明 

 

 
【写真1】 太魯閣 自然の景観 


